





































































































いられており、 「幸福と置き換えられるよりは幸運と置き換えるのにむしろふさわしい」と説かれ、 「幸ひ」に自ずと潜む脆さや危うさから宇治中君の生や物語の変容を指摘された。ただ、 両氏とも 「さいはひ」を抽象的に捉えられ、女君 福 いう点から論じておられるため、語と ての考察は十分 はいえない。　
ことば、特に文学作品のことばは、作品固有の語義をになう場合

























































































歌 歌 会 地 会 地 会 地 会 地




落窪物語 12 4 1 2 1 20
うつほ物語 19 2 1 2 24
枕草子 2 2
源氏物語 13 4 6 4 5 2 34
紫式部日記 2 1 1 4
浜松中納言 1 1 2
夜の寝覚 3 1 1 5
狭衣物語 3 4 3 1 11
表１　平安仮名文の「さいはひ」
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「さいはひ」考 — ことばと文化、そして文学へ —
　
と、俊蔭が遺言で秘琴を弾く時を「幸ひ」と「禍ひ」の両極端の
場合を指示している。 「わざはひ」からすれば「さいはひ」は人間の努力とは関わらな もの、本人の努力や働きとは関係なくもたらされるもの、向こうからやってくるも で、天から物が落ちて るように避けられぬものとなろう 植物の生長が盛んなことを表す 「サキ」も、狩猟の獲物が豊富であることを表す類義語の「サチ」も主体の行為や意思で左右できることではない。好運としかいいようがない事態で、 当人にとって良き事ならば「幸ひ」 、 悪しき事 ら 禍ひ」と呼ばれるのだろう。また 室町時代から認められる「しあはせ」は「為合はす 名詞形で、ものごとをうまくやらせ 意だから、能動性のある行為である。平安仮名文の「さい ひ」は受動性を核としており、現代語の「幸福」 意はそぐわないだろう　
表２は「さいはひ」を手中にした人物を男女別でみたものである。


















































































蜻蛉日記 2 1 1
落窪物語 2 17 1
うつほ物語 6 15 1 2
枕草子 2
源氏物語 22 5 7
紫式部日記 1 3
浜松中納言 2
夜の寝覚 1 3 1

















































































































































































































































られ、男君の両親に認められるとその親族から贈り物が多々届けられ、司召で舅と夫が昇進すると「左の大臣の北の方の御幸ひ」と世人から讃えられ、妻を亡くした太宰帥にも「いみじき幸ひおはしける」と思われ、その帥と四君を再縁させ、はなやかな装束をまとわせると「御幸ひのゆかり」 感謝され、夫が太政大臣と って人臣を極め、娘が后となると「大臣 北の方の御幸ひ」 世人に語られる。こうした女君の「幸ひ」はすべて男君の変わ ぬ一貫した熱愛に依っている。そんな女君に仕える女房も「幸ひ」と語られる。　
つまり、女君の「さいはひ」は男君の愛情ゆえなのである。男君
















































継母が「われは幸ひあり」と喜んだのは「この君、おとどがね」と自慢しているように、大臣に成り得る家筋の婿だったからである。それはこの婚姻が娘のためだけではなく、家格の上昇に繋がるからであろう。そして、その上昇は本人の資質や努力によってもた されるのではなく、他者に ってもたらされる。自らを「さいはひあり」と考えるのは、物語では希有なことなのだ 、それが逆転 て禍となるのだから、効果的な手法であると言えよう　
男君道頼、帯刀、あこぎの「幸ひ」は語られない。上昇は自らの







「さいはひ」考 — ことばと文化、そして文学へ —
ていくことに主眼があって、 その過程に「さいはひ」が認められる。紙幅の都合で簡略に述べると、権門への昇格、内親王降嫁、政権掌握、入内、寵愛、皇子の出産、立后に認められ、権勢拡大、家格の上昇に関わって用いられている。なかでも春宮決定 際して 多く認められ、正頼一族の面々がそれぞれの 場で、 「さいはひ」を得ることができるかどうか固唾を呑んで
注視して
いる。決定するのは




































仲忠を独り占めして、思うまま 従わせているのだから、と羨んでいる。過往は仲忠もあ 宮に求婚し、 あ 宮も憎からず思 いた。ところが、女一宮が降嫁してからは、仲忠は宮一筋に変わってしまう。こ はあて宮の嫉妬である。あて宮は正頼の娘と産まれたからには、一族のために入内し、寵愛を得、皇子を産むことしか選択肢はない。人々から春宮の寵愛を受け、男皇子を二人まで儲け、やがて皇子が坊となり、自らは后となって、 「幸ひ人」と言われるあ宮は、そうなっても、自らの生を嫌がり疎ま く思ってい 。これは仁寿殿の女御が立后できなかった我が身を「さいは なき」と嘆いているのとはまるで違 うつほ物語にも蜻蛉日記のように夫の顧り見が薄かったり、棄てられたことを嘆く例 認められるが ここでは「さいはひ」があると見なされて 者が他者 羨んでいるのである。これ もう、源氏物語に近い。　
源氏物語で 「さいはひ」 があると語られる女君は九名で 紫上四例、


























































と過ごすものだから、世人から源氏の寵愛を専らにして、劣り腹の姫君 しては「御幸ひ」と見られている。草子地では物語のようなありえない状態だと低徊的に語っている。⑷は源氏がついに失脚した時で、⑶で紫上の「さいは を臍を む思いで妬んだ継母が、これみよがしに「さいはひ」は足が速く消えてしまったことと憎まれ口を利いている。そ ⑸では紫上 絶え入つたとの報を耳にした上達部が 「幸ひ人」 呼んでいる。 この三例はすべて源氏の愛情を、劣り腹としては破格の寵愛とみて「さ はひ」と言 のである。すべて外側からの把握である。⑶や⑷で紫上 源氏の自身へ愛をどう受けとっている か、
紫上の心情は語られない。
⑶は新枕
の後、初めて紫上に言及さ るところだが、紫上が源氏が側にいて細やかな愛を注ぐのをどう思ったのかは語られ いな 。⑷でも紫上が反応したのは継母 憎まれ口に対して って、むしろここは父からも遠ざ られ、 「ま 頼もしき人もなく げにぞあ れなる御ありさま」が語られているのである。⑸にし も紫上 絶息したのは、女三宮降嫁による心労の積もったせいであ 。それを世間では「幸ひ人」 、出身からは破格の寵愛だとしか捉えな 紫上の苦闘し苦悩する内実 はほど遠い世間の目、そこには外面 、自分たちの基準でしか物事を捉えない価値観が呈示されており、それ好意的な評価であるだけに いっそう当人 あわれが際だってく源氏物語で「さいはひ」を語られる中の品の女君たちは、こ た外側からの目、社会的な通念にさ された、個人 内実、人生 いう傷みが呈示されているの あ 。　
上代から平安時代の「さいはひ」は、今日考えられているような
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 源氏物語で明石君自身が「ただかばかりをさいはひにても、などかやまざらむ」 （明石二六四）と嘆いているが、 れは源氏の愛を受けただけで「さい ひ」であった、 ら、帰京 れても致し方ないと考えているの ある
